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(57)【要約】
【課題】組立性を改善して生産性を向上させた電動リニ
アアクチュエータおよびその組立方法を提供する。
【解決手段】ボールねじ７のねじ軸４と、このねじ軸４
と平行に配設されるロッド軸８とを備える２軸構造の電
動リニアアクチュエータ１の組立方法において、ナット
５のねじ溝５ａにボール６が収容され、これらのボール
６が脱落しないようにパイプ状の仮軸１４がナット５に
内挿されてナットサブユニット１５が組み立てられる工
程と、ロッド軸８の軸心を回転中心として連結アーム９
がケーシング２の開口部１３から外部に振り子運動で回
動された状態で、この連結アーム９にナットサブユニッ
ト１５のナット５が係合されて当該ナットサブユニット
１５が組み立てられる工程を備えているので、ケーシン
グ２に何ら拘束されずに広い組立スペースを確保するこ
とができ、組立性を改善して生産性を向上させることが
できる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーシングに取り付けられた電動モータと、
　この電動モータの主軸と同軸状に結合され、前記ケーシングに対して回転自在に、かつ
軸方向移動不可に支持されたねじ軸、およびこのねじ軸に多数のボールを介して外挿され
、回転不可に、かつ軸方向移動自在に支持されたナットからなるボールねじと、
　前記ねじ軸と平行に配設され、前記ケーシングに対して軸方向移動自在に支持されたロ
ッド軸と、
　このロッド軸の略中間部に固定され、先端部が前記ナットに係合された連結アームとを
備え、
　前記電動モータの回転運動が前記ナットを介して前記ロッド軸の軸方向運動に変換され
る電動リニアアクチュエータにおいて、
　前記ロッド軸の軸心を回転中心として前記連結アームが回動自在に構成されると共に、
前記ナットの外周面の一部に対向して平面部が形成され、前記連結アームの先端部が二股
状に形成されて前記平面部を挟持し、前記ナットが回転不可に係合されていることを特徴
とする電動リニアアクチュエータ。
【請求項２】
　前記ねじ軸と主軸がセレーションを介してトルク伝達可能に、かつ軸方向着脱可能に結
合されている請求項１に記載の電動リニアアクチュエータ。
【請求項３】
　ケーシングに取り付けられる電動モータと、
　この電動モータの主軸と同軸状に結合され、前記ケーシングに対して回転自在に、かつ
軸方向移動不可に支持されるねじ軸、およびこのねじ軸に多数のボールを介して外挿され
、回転不可に、かつ軸方向移動自在に支持されるナットからなるボールねじと、
　前記ねじ軸と平行に配設され、前記ケーシングに対して軸方向移動自在に支持されたロ
ッド軸と、
　このロッド軸の略中間部に固定され、先端部が前記ナットに係合される連結アームとを
備え、
　前記電動モータの回転運動が前記ナットを介して前記ロッド軸の軸方向運動に変換され
る電動リニアアクチュエータの組立方法において、
　前記ナットのねじ溝にボールが収容され、これらのボールが脱落しないようにパイプ状
の仮軸が前記ナットに内挿されてナットサブユニットが組み立てられる工程と、
　前記ロッド軸の軸心を回転中心として前記連結アームが前記ケーシングの開口部から外
部に振り子運動で回動された状態で、この連結アームに前記ナットサブユニットのナット
が係合されて当該ナットサブユニットが組み立てられる工程を備えていることを特徴とす
る電動リニアアクチュエータの組立方法。
【請求項４】
　前記ナットの外周面に接触する傾斜部と、この傾斜部の両側に鍔部が形成された取付台
が前記ケーシングの開口部側に並設されると共に、前記ナットサブユニットが前記取付台
に案内された状態で、自重によって当該ナットサブユニットが前記ケーシング内に収容さ
れる請求項３に記載の電動リニアアクチュエータの組立方法。
【請求項５】
　前記ねじ軸の端部の外径が前記仮軸の外径と略同一に設定されると共に、前記ナットサ
ブユニットが前記ケーシング内に収容された後、前記ねじ軸が回転された状態で前記ケー
シングとナットに挿入される請求項３または４に記載の電動リニアアクチュエータの組立
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車等の車両の駆動部に使用される電動リニアアクチュエータ、詳しくは
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、電動モータの回転を、ボールねじ機構を介して直線運動に変換して用いる電動リニアア
クチュエータおよびその組立方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　自動車等の車両の各種駆動部に使用される電動リニアアクチュエータにおいて、電動モ
ータの回転運動を軸方向の直線運動に変換する機構として、台形ねじあるいはラックアン
ドピニオン等の歯車機構が一般的に使用されている。これらの変換機構は、滑り接触部を
伴うため動力損失が大きく、電動モータの大型化や消費電力の増大を余儀なくされている
。そのため、より効率的なアクチュエータとしてボールねじ機構が採用されるようになっ
てきた。
【０００３】
　例えば、自動車の停止時にミッションの出力軸に設けられたパーキングギアにパーキン
グポールを係合させてロックするパーキングロック装置として、電動リニアアクチュエー
タを用いてパーキングギアにポールを係合させる電動パーキングロック装置が知られてい
る（例えば、特許文献１参照。）。
【０００４】
　この電動リニアアクチュエータは、図９に示すように、ケーシング５０に取り付けられ
た電動モータ５１と、周面にねじ溝５２ａが形成された出力軸（ねじ軸）５２と、この出
力軸５２の軸線方向と平行に設けられた軸方向移動可能なロッド軸５３と、出力軸５２の
ねじ溝５２ａ周囲に設置されたボールねじ機構５４と、ボールねじ機構５４の上面側に一
体的に形成された凹状部５５と、基端５６ａがロッド軸５３の中間部に固定され、先端部
５６ｂの突起下部（図示せず）が凹状部５５内に位置するように配置された連結アーム５
６とを備えている。ここでは、凹状部５５と連結アーム５６とで直線運動伝達機構が構成
されている。
【０００５】
　ロッド軸５３に連結された連結アーム５６の先端部５６ｂの突起下部が、ボールねじ機
構（ナット）５４の上面側に形成された凹状部５５内に位置しているので、例えば、電動
モータ５１の駆動による出力軸５２の正回転によってボールねじ機構５４が図中右方向に
直線移動すると、連結アーム５６の先端部５６ｂの突起下部が凹状部５５の一方の壁面５
５ａに接して押されることにより、連結アーム５６の右方向への直線移動に伴って、連結
されているロッド軸５３が右方向に直線移動する（パーキングロック時）。
【０００６】
　一方、電動モータ５１の駆動による出力軸５２の逆回転によってボールねじ機構５４が
図中左方向に直線移動すると、連結アーム５６の先端部５６ｂの突起下部が凹状部５５の
他方の壁面５５ｂに接して押されることにより、連結アーム５６の左方向への直線移動に
合わせてロッド軸５３が左方向に直線移動する（パーキングロック解除時）。
【０００７】
　なお、ボールねじ機構５４は、電動モータ５１に通電していない時において、出力軸５
２のねじ溝５２ａと図示しないナットのねじ溝との間に収容されているボールが無限循環
することにより、出力軸５２を回転させながら出力軸５２の軸線方向に沿って円滑に直線
移動が可能となっている。すなわち、パーキングロックＯＮ、ＯＦＦは手動でも操作可能
となっている。
【特許文献１】特開２００６－３２２４９０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　然しながら、こうした従来の電動リニアアクチュエータでは、出力軸５２にロッド軸５
３が並設された２軸で構成されているため、組立性を考慮した場合、ケーシング５０外で
予め構成部品全てを組み立てておき、最後にユニットとしてケーシング５０に取り付ける
ことが可能であれば望ましい。しかしこの組立方法では、ケーシング５０を分割構造にす
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る等の必要があり、支持軸受（図示せず）や電動モータ５１を取り付けるためのハウジン
グを縦割りにしなければならない。これでは、加工精度が低下してミスアライメントを招
くと共に、気密性も低下して信頼性が損なわれる恐れがある。
【０００９】
　したがって、この種の２軸構造からなる電動リニアクチュエータの場合、通常は２軸の
軸心上でケーシング５０の側面に開口部を設けて蓋をする構造が採用されている。こうし
たケーシング構造の場合、ケーシング５０内の空間を利用して内部で組立をしなければな
らず、作業性が悪く組立性が著しく低下する恐れがあった。
【００１０】
本発明は、こうした従来の課題を解消し、組立性を改善して生産性を向上させた電動リニ
アアクチュエータおよびその組立方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　係る目的を達成すべく、本発明のうち請求項１に記載の発明は、ケーシングに取り付け
られた電動モータと、この電動モータの主軸と同軸状に結合され、前記ケーシングに対し
て回転自在に、かつ軸方向移動不可に支持されたねじ軸、およびこのねじ軸に多数のボー
ルを介して外挿され、回転不可に、かつ軸方向移動自在に支持されたナットからなるボー
ルねじと、前記ねじ軸と平行に配設され、前記ケーシングに対して軸方向移動自在に支持
されたロッド軸と、このロッド軸の略中間部に固定され、先端部が前記ナットに係合され
た連結アームとを備え、前記電動モータの回転運動が前記ナットを介して前記ロッド軸の
軸方向運動に変換される電動リニアアクチュエータにおいて、前記ロッド軸の軸心を回転
中心として前記連結アームが回動自在に構成されると共に、前記ナットの外周面の一部に
対向して平面部が形成され、前記連結アームの先端部が二股状に形成されて前記平面部を
挟持し、前記ナットが回転不可に係合されている。
【００１２】
　このように、ボールねじのねじ軸と、このねじ軸と平行に配設されたロッド軸とを備え
た２軸構造の電動リニアアクチュエータにおいて、ロッド軸の軸心を回転中心として連結
アームが回動自在に構成されると共に、ナットの外周面の一部に対向して平面部が形成さ
れ、連結アームの先端部が二股状に形成されて平面部を挟持し、ナットが回転不可に係合
されているので、ロッド軸に連結された連結アームを、ロッド軸の軸心を中心にケーシン
グの開口部側に振り子運動で回動させた状態で組立作業を行うことができる。これにより
、ケーシングに何ら拘束されずに広い組立スペースを確保することができ、組立性を改善
して生産性を向上させた電動リニアアクチュエータを提供することができる。
【００１３】
　好ましくは、請求項２に記載の発明のように、前記ねじ軸と主軸がセレーションを介し
てトルク伝達可能に、かつ軸方向着脱可能に結合されていれば、同軸状に配置された電動
モータの主軸とねじ軸との芯合わせが容易となると共に、このねじ軸を、反電動モータ側
の単一の転がり軸受で片持ち支持することができ、組立性を向上させることができる。ま
た、これにより、部品点数を削減して軽量・コンパクト化を図ることができる。
【００１４】
　また、本発明のうち請求項３に記載の方法発明は、ケーシングに取り付けられる電動モ
ータと、この電動モータの主軸と同軸状に結合され、前記ケーシングに対して回転自在に
、かつ軸方向移動不可に支持されるねじ軸、およびこのねじ軸に多数のボールを介して外
挿され、回転不可に、かつ軸方向移動自在に支持されるナットからなるボールねじと、前
記ねじ軸と平行に配設され、前記ケーシングに対して軸方向移動自在に支持されたロッド
軸と、このロッド軸の略中間部に固定され、先端部が前記ナットに係合される連結アーム
とを備え、前記電動モータの回転運動が前記ナットを介して前記ロッド軸の軸方向運動に
変換される電動リニアアクチュエータの組立方法において、前記ナットのねじ溝にボール
が収容され、これらのボールが脱落しないようにパイプ状の仮軸が前記ナットに内挿され
てナットサブユニットが組み立てられる工程と、前記ロッド軸の軸心を回転中心として前
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記連結アームが前記ケーシングの開口部から外部に振り子運動で回動された状態で、この
連結アームに前記ナットサブユニットのナットが係合されて当該ナットサブユニットが組
み立てられる工程を備えている。
【００１５】
　このように、ボールねじのねじ軸と、このねじ軸と平行に配設されるロッド軸とを備え
る２軸構造の電動リニアアクチュエータの組立方法において、ナットのねじ溝にボールが
収容され、これらのボールが脱落しないようにパイプ状の仮軸がナットに内挿されてナッ
トサブユニットが組み立てられる工程と、ロッド軸の軸心を回転中心として連結アームが
ケーシングの開口部から外部に振り子運動で回動された状態で、この連結アームにナット
サブユニットのナットが係合されて当該ナットサブユニットが組み立てられる工程を備え
ているので、ケーシングに何ら拘束されずに広い組立スペースを確保することができ、組
立性を改善して生産性を向上させることができる。
【００１６】
　また、請求項４に記載の発明のように、前記ナットの外周面に接触する傾斜部と、この
傾斜部の両側に鍔部が形成された取付台が前記ケーシングの開口部側に並設されると共に
、前記ナットサブユニットが前記取付台に案内された状態で、自重によって当該ナットサ
ブユニットが前記ケーシング内に収容されれば、仮軸の軸方向ズレが規制された状態で、
ナットの外周面が傾斜部に接触して案内されるので、組立作業の簡便化を図ることができ
生産性が向上する。
【００１７】
　また、請求項５に記載の発明のように、前記ねじ軸の端部の外径が前記仮軸の外径と略
同一に設定されると共に、前記ナットサブユニットが前記ケーシング内に収容された後、
前記ねじ軸が回転された状態で前記ケーシングとナットに挿入されれば、ねじ軸の挿入に
伴って仮軸がねじ軸の端部に当接して押出され、ボールの脱落が防止された状態でねじ軸
の挿入ができると共に、ナットに収容されているボールをねじ軸のねじ溝にスムーズに移
行させることができ、ケーシングの狭いスペース内でもボールねじの組立作業が簡便にで
きる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る電動リニアアクチュエータは、ケーシングに取り付けられた電動モータと
、この電動モータの主軸と同軸状に結合され、前記ケーシングに対して回転自在に、かつ
軸方向移動不可に支持されたねじ軸、およびこのねじ軸に多数のボールを介して外挿され
、回転不可に、かつ軸方向移動自在に支持されたナットからなるボールねじと、前記ねじ
軸と平行に配設され、前記ケーシングに対して軸方向移動自在に支持されたロッド軸と、
このロッド軸の略中間部に固定され、先端部が前記ナットに係合された連結アームとを備
え、前記電動モータの回転運動が前記ナットを介して前記ロッド軸の軸方向運動に変換さ
れる電動リニアアクチュエータにおいて、前記ロッド軸の軸心を回転中心として前記連結
アームが回動自在に構成されると共に、前記ナットの外周面の一部に対向して平面部が形
成され、前記連結アームの先端部が二股状に形成されて前記平面部を挟持し、前記ナット
が回転不可に係合されているので、ロッド軸に連結された連結アームを、ロッド軸の軸心
を中心にケーシングの開口部側に振り子運動で回動させた状態で組立作業を行うことがで
きる、ケーシングに何ら拘束されずに広い組立スペースを確保することができる。これに
より、組立性を改善して生産性を向上させた電動リニアアクチュエータを提供することが
できる。
【００１９】
　また、本発明に係る電動リニアアクチュエータの組立方法は、ケーシングに取り付けら
れる電動モータと、この電動モータの主軸と同軸状に結合され、前記ケーシングに対して
回転自在に、かつ軸方向移動不可に支持されるねじ軸、およびこのねじ軸に多数のボール
を介して外挿され、回転不可に、かつ軸方向移動自在に支持されるナットからなるボール
ねじと、前記ねじ軸と平行に配設され、前記ケーシングに対して軸方向移動自在に支持さ



(6) JP 2010-32012 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

れるロッド軸と、このロッド軸の略中間部に固定され、先端部が前記ナットに係合される
連結アームとを備え、前記電動モータの回転運動が前記ナットを介して前記ロッド軸の軸
方向運動に変換される電動リニアアクチュエータの組立方法において、前記ナットのねじ
溝にボールが収容され、これらのボールが脱落しないようにパイプ状の仮軸が前記ナット
に内挿されてナットサブユニットが組み立てられる工程と、前記ロッド軸の軸心を回転中
心として前記連結アームが前記ケーシングの開口部から外部に振り子運動で回動された状
態で、この連結アームに前記ナットサブユニットのナットが係合されて当該ナットサブユ
ニットが組み立てられる工程を備えているので、ケーシングに何ら拘束されずに広い組立
スペースを確保することができ、組立性を改善して生産性を向上させることができる。ま
た、ケーシングを分割構造にして組み立てる必要がなくなり、ケーシングの加工精度を向
上させると共に、ミスアライメントを防止して信頼性を高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　ケーシングに取り付けられる電動モータと、この電動モータの主軸と同軸状に結合され
、前記ケーシングに対して回転自在に、かつ軸方向移動不可に支持されるねじ軸、および
このねじ軸に多数のボールを介して外挿され、回転不可に、かつ軸方向移動自在に支持さ
れたナットからなるボールねじと、前記ねじ軸と平行に配設され、前記ケーシングに対し
て軸方向移動自在に支持されるロッド軸と、このロッド軸の略中間部に固定され、先端部
が前記ナットに係合される連結アームとを備え、前記電動モータの回転運動が前記ナット
を介して前記ロッド軸の軸方向運動に変換される電動リニアアクチュエータの組立方法に
おいて、前記ナットのねじ溝にボールが収容され、これらのボールが脱落しないようにパ
イプ状の仮軸が前記ナットに内挿されてナットサブユニットが組み立てられる工程と、前
記ロッド軸の軸心を回転中心として前記連結アームが前記ケーシングの開口部から外部に
振り子運動で回動された状態で、この連結アームに前記ナットサブユニットのナットが係
合されて当該ナットサブユニットが組み立てられる工程と、前記ナットの外周面に接触す
る傾斜部と、この傾斜部の両側に鍔部が形成された取付台が前記ケーシングの開口部側に
並設されると共に、前記ナットサブユニットが前記取付台に案内された状態で、自重によ
って当該ナットサブユニットが前記ケーシング内に収容される工程と、前記ねじ軸の端部
の外径が前記仮軸の外径と略同一に設定されると共に、前記ナットサブユニットが前記ケ
ーシング内に収容された後、前記ねじ軸が回転された状態で前記ケーシングとナットに挿
入される工程を備えている。
【実施例】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基いて詳細に説明する。
　図１は、本発明に係る電動リニアアクチュエータの一実施形態を示す一部を断面した正
面図、図２は、本発明に係る電動リニアアクチュエータの組立の第１工程を示す説明図、
図３は、図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った断面図、図４（ａ）は、同上組立の第２工程を
示す説明図、（ｂ）は、ナットサブユニットを示す平面図、（ｃ）は、（ｂ）の側面図、
図５は、同上組立の第３工程を示す説明図、図６は、図５のＶＩ－ＶＩ線に沿った断面図
、図７は、同上組立の第４工程を示す説明図、図８は、図７の要部拡大図である。
【００２２】
　この電動リニアアクチュエータ１は、ケーシング２に取り付けられた電動モータ３と、
外周面に螺旋状のねじ溝４ａが形成されたねじ軸（出力軸）４と、このねじ軸４に外挿さ
れ、内周面にねじ溝４ａに対応する螺旋状のねじ溝５ａが形成されたナット５、および両
ねじ溝４ａ、５ａ間に転動自在に収容された多数のボール６からなるボールねじ７と、こ
のボールねじ７のねじ軸４と平行に設けられたロッド軸８と、基端９ａがロッド軸８の中
間部に固定され、先端部９ｂがナット５に係合された連結アーム９とを備えている。
【００２３】
　ここでは、ナット５の外周面の一部に平面部５ｂが形成され、これら平面部５ｂが対向
して配置されると共に、連結アーム９の先端部９ｂが、このナット５の平面部５ｂを挟持
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するように二股状に形成されている。これにより、ナット５は、回転不可で軸方向移動自
在に構成されている。一方、ねじ軸４は、電動モータ３の主軸３ａにセレーション４ｂを
介してトルク伝達可能に、かつ軸方向に着脱可能に結合されている。また、ケーシング２
には軸受穴２ａが形成され、ねじ軸４は、この軸受穴２ａに装着された転がり軸受１０に
よって軸方向移動不可に、かつケーシング２に対して回転自在に支承されている。
【００２４】
　本実施形態では、ねじ軸４と主軸３ａがセレーション４ｂを介してトルク伝達可能に、
かつ軸方向着脱可能に結合されているので、同軸状に配置された電動モータ３の主軸３ａ
とねじ軸４との芯合わせが容易となると共に、このねじ軸４を、反電動モータ３側に嵌合
された単一の転がり軸受１０の片持ちで支持することができ、組立性を向上させることが
できる。また、これにより、部品点数を削減して軽量・コンパクト化を図ることができる
。
【００２５】
　ロッド軸８は、ケーシング２に形成された挿通穴２ｂに内挿され、軸受１１、１１を介
して軸方向移動自在に支持されると共に、中間部が連結アーム９の基端９ａに固定ねじ１
２を介して固定されている。このロッド軸８の両端部には、プッシュプルケーブル等に接
続されるヨークからなる連結部８ａ、８ｂが設けられている。
【００２６】
　ロッド軸８に連結された連結アーム９の先端部９ｂが、ボールねじ７を構成するナット
５に係合されているので、電動モータ３に通電することにより、例えば、電動モータ３の
駆動による主軸３ａの正回転によってナット５が図中左方向に直線移動すると、先端部９
ｂがナット５に係合されているため連結アーム９が左方向へ直線移動し、この連結アーム
９の移動に伴って連結されているロッド軸８が左方向に直線移動する。一方、電動モータ
３の駆動による主軸３ａの逆回転によってナット５が図中右方向に直線移動すると連結ア
ーム９が右方向へ直線移動し、この連結アーム９の移動に伴ってロッド軸８が右方向に直
線移動する。
【００２７】
　次に、図２～図８を用いて電動リニアアクチュエータ１の組立手順を詳細に説明する。
　先ず、図２および図３に示すように、第１工程は、ケーシング２の挿通穴２ｂにロッド
軸８が内挿され、ケーシング２内でこのロッド軸８に連結アーム９の基端９ａが挿入され
、固定ねじ１２によって連結アーム９がロッド軸８に固定される。その後、ロッド軸８の
端部に連結部８ａ、８ｂが固定される。この時、連結アーム９とロッド軸８の固定作業が
ケーシング２の開口部１３側からできるように、固定ねじ１２がケーシング２の開口部１
３側に配設されるのが好ましい。ここで、連結アーム９は、図３に示すように、ケーシン
グ２内で、ロッド軸８の軸心を回転中心として振り子運動が可能な回転半径Ｒ以下にサイ
ズが設定されている。
【００２８】
　図４に示す第２工程では、ナット５のねじ溝５ａにボール６を収容し、これらのボール
６が脱落しないようにパイプ状の仮軸１４をナット５に内挿してナットサブユニット１５
を組み立てる。この時、仮軸１４がケーシング２に干渉しないように、仮軸１４の全長Ｌ
１は、ケーシング２の開口部１３の幅Ｌ２よりも短くなるように設定されている。
【００２９】
　次に、図５および図６に示すように、第３工程では、ナットサブユニット１５をケーシ
ング２の開口部１３から納めるための取付台１６が設置される。この取付台１６には、ナ
ット５の外周面に接触して案内する傾斜部１６ａと、両端に仮軸１４の軸方向ズレを規制
する鍔部１６ｂが形成されている。ここでは、ロッド軸８に連結された連結アーム９を、
ロッド軸８の軸心を回転中心にケーシング２の開口部１３から外部に振り子運動で回動さ
せた状態、すなわち、連結アーム９の先端部９ｂがナット５の平面部５ｂ、５ｂを挟持で
きる位置まで連結アーム９を回動させた状態でナットサブユニット１５が連結アーム９に
装着される。その後、ナットサブユニット１５が取付台１６に案内された状態で、自重に
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よってナットサブユニット１５がケーシング２内に収容される。
【００３０】
　図７に示す第４工程では、ねじ軸４と、このねじ軸４を回転自在に支承する転がり軸受
１０がケーシング２に装着される。すなわち、予め転がり軸受１０がねじ軸４の端部に形
成された嵌合部１７に取り付けられ、このねじ軸４がケーシング２に内挿されると共に、
軸受穴２ａに転がり軸受１０が嵌合される。
【００３１】
　ここで、図８に示すように、ねじ軸４の他端部に形成されたセレーション４ｂの外径は
仮軸１４の内径よりも僅かに小径に設定されていると共に、ねじ軸４の端部１８の外径Ｄ
１が仮軸１４の外径Ｄ２と同一か僅かに小径（Ｄ１≦Ｄ２）に設定されているので、ねじ
軸４のケーシング２への挿入に伴って仮軸１４がねじ軸４の端部１８に当接して押出され
、ボール６の脱落を防止した状態でねじ軸４の挿入ができる。この時、ねじ軸４を回転さ
せることにより、ナット５に収容されているボール６がねじ軸４のねじ溝４ａに移行され
、ナット５とねじ軸４の組立が完了する。
【００３２】
　その後、転がり軸受１０がケーシング２に固定されると共に、図示しない電動モータ３
がケーシング２に取り付けられると共に、ねじ軸４のセレーション４ｂが電動モータ３の
主軸３ａに結合されて電動リニアアクチュエータ１の組立が完了する。ケーシング２の開
口部１３には別途図示しない蓋が取り付けられ、電動リニアアクチュエータ１の気密性が
確保される。
【００３３】
　本実施形態では、ボールねじ７のねじ軸４と、このねじ軸４と平行に配設されたロッド
軸８とを備えた２軸構造の電動リニアアクチュエータ１において、予め仮軸１４を用いて
ボール６が脱落しない状態でナット５とボール６を組み立ててナットサブユニット１５を
準備すると共に、ロッド軸８に連結された連結アーム９を、ロッド軸８の軸心を回転中心
にケーシング２の開口部１３から外部に振り子運動で回動させた状態で、この連結アーム
９にナットサブユニット１５のナット５を係合させ、取付台１６を介してケーシング２の
開口部１３側からナットサブユニット１５がケーシング２内に収容されるので、ケーシン
グ２に何ら拘束されずに広い組立スペースを確保することができ、組立性を改善して生産
性を向上させた電動リニアアクチュエータ１を提供することができる。また、ケーシング
２を分割構造にして組み立てる必要がなくなり、ケーシング２の加工精度を向上させると
共に、ミスアライメントを防止して信頼性を高めることができる。
【００３４】
　また、パイプ状の仮軸１４とねじ軸４との寸法関係が所定の関係になるように設定され
ているので、ナットサブユニット１５がケーシング２内に収容された後、ねじ軸４のケー
シング２への挿入に伴って仮軸１４がねじ軸４の端部１８に当接して押出され、ボール６
の脱落を防止した状態でねじ軸４の挿入ができると共に、このねじ軸４を回転させること
により、ナット５に収容されているボール６がねじ軸４のねじ溝４ａにスムーズに移行さ
れ、ケーシング２の狭いスペース内でも組立作業が簡便化でき、組立性を改善して生産性
を一層向上させることができる。
【００３５】
　以上、本発明の実施の形態について説明を行ったが、本発明はこうした実施の形態に何
等限定されるものではなく、あくまで例示であって、本発明の要旨を逸脱しない範囲内に
おいて、さらに種々なる形態で実施し得ることは勿論のことであり、本発明の範囲は、特
許請求の範囲の記載によって示され、さらに特許請求の範囲に記載の均等の意味、および
範囲内のすべての変更を含む。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　本発明に係る電動リニアアクチュエータは、自動車のパーキングギアにポールを係合さ
せてパーキングロックさせる電動パーキングロック装置等の電動リニアアクチュエータと
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して適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明に係る電動リニアアクチュエータの一実施形態を示す一部を断面した正面
図である。
【図２】本発明に係る電動リニアアクチュエータの組立の第１工程を示す説明図である。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った断面図である。
【図４】（ａ）は、同上組立の第２工程を示す説明図である。　（ｂ）は、ナットサブユ
ニットを示す平面図である。　（ｃ）は、（ｂ）の側面図である。
【図５】同上組立の第３工程を示す説明図である。
【図６】図５のＶＩ－ＶＩ線に沿った断面図である。
【図７】同上組立の第４工程を示す説明図である。
【図８】図７の要部拡大図である。
【図９】従来の電動リニアアクチュエータを示す正面図である。
【符号の説明】
【００３８】
１・・・・・・・・・・・・・電動リニアアクチュエータ
２・・・・・・・・・・・・・ケーシング
２ａ・・・・・・・・・・・・軸受穴
２ｂ・・・・・・・・・・・・挿通穴
３・・・・・・・・・・・・・電動モータ
３ａ・・・・・・・・・・・・主軸
４・・・・・・・・・・・・・ねじ軸
４ａ、５ａ・・・・・・・・・ねじ溝
４ｂ・・・・・・・・・・・・セレーション
５・・・・・・・・・・・・・ナット
５ｂ・・・・・・・・・・・・平面部
６・・・・・・・・・・・・・ボール
７・・・・・・・・・・・・・ボールねじ
８・・・・・・・・・・・・・ロッド軸
８ａ、８ｂ・・・・・・・・・連結部
９・・・・・・・・・・・・・連結アーム
９ａ・・・・・・・・・・・・基端
９ｂ・・・・・・・・・・・・先端部
１０・・・・・・・・・・・・転がり軸受
１１・・・・・・・・・・・・軸受
１２・・・・・・・・・・・・固定ねじ
１３・・・・・・・・・・・・開口部
１４・・・・・・・・・・・・仮軸
１５・・・・・・・・・・・・ナットサブユニット
１６・・・・・・・・・・・・取付台
１６ａ・・・・・・・・・・・傾斜部
１６ｂ・・・・・・・・・・・鍔部
１７・・・・・・・・・・・・嵌合部
１８・・・・・・・・・・・・ねじ軸の端部
５０・・・・・・・・・・・・ケーシング
５１・・・・・・・・・・・・電動モータ
５２・・・・・・・・・・・・ねじ軸
５２ａ・・・・・・・・・・・ねじ溝
５３・・・・・・・・・・・・ロッド軸
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５４・・・・・・・・・・・・ボールねじ機構
５５・・・・・・・・・・・・凹状部
５５ａ、５５ｂ・・・・・・・壁面
５６・・・・・・・・・・・・連結アーム
５６ａ・・・・・・・・・・・基端
５６ｂ・・・・・・・・・・・先端部
Ｄ１・・・・・・・・・・・・ねじ軸の端部の外径
Ｄ２・・・・・・・・・・・・仮軸の外径
Ｌ１・・・・・・・・・・・・仮軸の全長
Ｌ２・・・・・・・・・・・・ケーシングの開口部の幅
Ｒ・・・・・・・・・・・・・連結アームの回転半径

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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